
毒物劇物取扱責任者の資格要件 

 

〈資格要件〉 

① 薬剤師 

② 厚生労働省で定める学校で、応用化学に関する学課を修了した者 ※  

  （高等学校以上の学校で応用化学の学課の修了者） 

③ 都道府県知事が行う毒物劇物取扱者試験に合格した者 

（平成 31 年４月から毒物劇物取扱者試験は関西広域連合で実施 http://www.kouiki-kansai.jp/） 

 

※ 応用化学に関する学課を修了した者とは 

次の（１）～（４）のいずれかに該当する方になります。また、（１）又は（２）に該当する方は卒業証明書

の写し、（３）又は（４）に当該する方は単位取得証明書の提出が必要です。 

（１）大学等 

学校教育法第５２条に規定する大学（同法第６９条の２に規定する短期大学を含む。）又は旧大

学令（大正７年勅令第３８８号）に基づく大学又は旧専門学校令（明治３６年勅令第６１号）に基づく

専門学校で応用化学に関する学課を修了した者。応用化学に関する学課とは次の学部、学科と

する。 

ア．薬学部 

イ．理学部、理工学部又は教育学部の化学科、理学科、生物化学科等 

ウ．農学部、水産学部又は畜産学部の農業化学科、農芸化学科、農産化学科、園芸化学科、

水産化学科、生物化学工学科、畜産化学科、食品化学科等 

エ．工学部の応用化学科、工業化学科、化学工学科、合成化学科、合成化学工学科、応用電

気化学科、化学有機工学科、燃料化学科、高分子化学科、染色化学工学科等 

オ．化学に関する科目(＊)の単位数が必修科目の単位中２８単位以上又は５０％以上である学

科 

（２）高等専門学校 

学校教育法第７０条の２に規定する高等専門学校工業化学科又はこれに代わる応用化学に関

する学課を修了した者 

（３）専門課程を置く専修学校（専門学校） 

学校教育法第８２条の２に規定する専修学校のうち同法第８２条の４第２項に規定する専門学校

において応用化学に関する学課を修了した者については、３０単位以上の化学に関する科目(＊)

を修得していること。 

（４）高等学校  

学校教育法第４１条に規定する高等学校（旧中学学校令（昭和１８年勅令第３６号）第２条第３項

に規定する実業高校を含む。）において応用化学に関する学課を修了した者については、３０単

位以上の化学に関する科目(＊)を修得していること。 

 

(＊)化学に関する科目とは、次の分野に関する講義、実験及び演習とする。 

工業化学、無機化学、有機化学、化学工学、化学装置、化学工場、化学工業、化学反応、

分析化学、物理化学、電気化学、色染化学、放射化学、医化学、生化学、バイオ化学、微

生物化学、農業化学、食品化学、食品応用化学、水産化学、化学工業安全、化学システム

技術、環境化学、生活環境化学、生活化学、生活化学基礎、素材化学、材料化学、高分子

化学、地球環境化学等 

 


